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　IncompatibiLity　of 　sodium 　 cefapyrin （CEPR ） with 　22　kinds　of 　commercial 　 intravenous 　 drip

infu，sion 　solutions ，44　kinds　of 　injectiopS　and 　clinically 　used 　mixed 　inlections　was 　studied ，　 The

stability　of　this　product　was 　examined 　with 　thin−layer　chromatography ，　 bioautography　and 　bioas・

say ．　The　resultsare 　as 　fQIIows： The　CEPR 　solution ，
　a　mixed 　inlection　not 　containing 　unfusion 　solu・

tion，　generally　reduces 　its　potency　and 　 changes 　appearance 　with 　time．　The 　clinically 　used 　CEPR

solutions 　containing 　infusion　soultion 　 remain 　stable 　for　6　hrs　showing 　no　change 　in　appear 跚 ce ，

pH 　and 　potency ．　 Marked　 reduction 　in　potency 　was ，
　 however

，
　 observed 　in　24　hrs　in　the　CEPR

solution 　containing 　amino 　acids 　or 　tathione （600mg）．

．／
（ ．

　前報
1〕

で 注 射用 セ フ ァ ピ リ ン ナ ト リ ウ ム 　（Sodium

Cefapirin，以下 CEPR と略す）の 安定性に 関す る基礎

資料が 得 られ た の で ，当 院 で 使用 して い る市 販 輸液 22

種 ， 注射剤 44種 に つ い て 混 合試験を 行い ，外観変化，

坦 の 移動，力価 の 変動 ， 分解産物 の 有無等を調べ た．

　ま た，当院 の 病棟 で 実際に 行わ れ て い る 混 合注射液

は，輸液を含む 処方が 70 ％ 以上 で あ る ． こ れ ら処方 中

に 抗生物質製剤 も多く処方 され て い る．

　今回 ，実際 に 病棟 で 使用 されて い る 注射 処方 か ら

CEPR を含む処方に つ い て ，まず輸 液 中 で の CEPR の

安定性，次 に 輸液を除い た 注射剤 の 配合 に おけ る安定性

を 検討 し，輸液 を 含む 実際処方 （3種混合以上）に つ い

て ， その 中で の CEPR の 力価 お よび外観変化，田 の 変

動 ， 分解産物の有無等を 調ぺ 経時変化を観察 した ．一
般

的 に 輸液を 除い た 混 合 注 射液 で 力価 の 低下が 見 られ る 場

合で も ， 輸液中 で は こ れ らの 変化は 見 られない か ， あ る

い は きわ め て少な くな る こ とが観察さ れて い る．本実験

で も同様 の 結果が み られ た ．

＊ 1
本 報 を 「実 際 処 方 に よ る 注 射剤 の 配合変化」第 2

　 報 とす る．
＊2

札幌市中央区北 1 条西 6 丁 目 ；Nishi　 6−chome ，
　 Kita　1−jho，　Chuo−ku，　SapPoro，060　Japan

実　験　の 　部

　L 　試 料

　CEPR は 注射用 セ フ ァ トレ キ シ
ール （1．Og力価！Via1），

Lot　No ．　 K6　M38 （日本 ブ リス トル ・ラ ポ ラ ト リ
ーズ 株

式会社） を用 い ，注射用蒸留水 10ml に 溶解 し試料と し

た．これ と混合試験 1こ供 した 注射剤は ，Table　1，2 に

示 した よ うに 市 販輸液 22 種 ，注 射剤 44種 で あ る，

　2． 配合試験

　2−1．CEPR と各種輸液との 配合変化

　CEPR と輸液 1V の 配合 に よ る外観変化 を 観察，爵

お よ び力価を測定し残存率で 示 した ．

　2−2．CEPR と各種注射剤 との 配合変化

　CEPR と注射剤1A の 配合 に よ る外観変化を 観察 し ，

出 お よ び力価を測定 し残存率 で 示 し た ．

　2−3．実際処方 に基づ く配合変化

　（1 ）　輸液以外の 注射混液の 配合変化

　実際処方中，輸液を除く注射剤各 1A の 混合 （3 〜 6

種混合）に よ る 外観変化 を 観察 し ， 頑 お よ び 力価を測

定 し残存 率 で 示 した ．

　（2 ） 実際処方 の 混合 に よ る配合変化

　実際処方に 基づ く注射剤，輸液 の配合 に よ る外観変化
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を観察し，田 お よび力価を測定し残存率で 示 した ．

　 2−4．配合試験 の 条件

　昭和 48年薬学会 の 注射剤配合 試験法基準2， に基づ い

て 行い ，温度は室温 （20°
土 5°

），田 お よ び 残存 力価測

定、観察時間は 配合直後，3 時間 ， 6時間，24時間 に 行

っ た ．

　配合順 序は 国立病院薬剤共 同研究班
S》

の 方法 に 準 じて

行い ，容量 の 多い 注射剤か ら順 に 混合 した ．

　3， 試験装置および測定方法

　 3−L 唄

　東亜 禪 Meter 　Model 　HM −5A を用 い 測定 した ．

　 3−2．TLC

　プ レ ートは Wakogel 　B−5　FM （厚 さ 0．25   ） を用

い ，Ethyl　 Acetate　 ；　Acetone ：Acetic　 Acid ：Water

（5 ；2 ：1 ： 1）を溶媒と し，展開後 UV ラ ン プ お よび ヨ

ゥ素蒸気で検出した ．

　3−3．Bioautography

　Toyo 　Paper 　No ．51A を用 い ，　 N −Butanol： Acetic

Acid　 ：
　Water （4 ； 1 ：4） を溶媒 と し，16時間展開後 ，

Bacillus　 subtilis 　ATCC 　6633 を試験菌 と して Bioauto一

Table 　 1．

gram を作製した．

　3−4．生物学的方法 に よ る 力価 の 測定

　前報 P と同様 に 日本抗生物質医薬品基準
4》

に 基 づ き，
Bacillus　subtillis 　ATCC 　6633 を試験とする 円筒平板法

で 測定 した．残存率 は表示 量 に 対す る力価の ％で示 した．

結果お よ び 考 察

　CEPR 水溶液と輸液剤 お よび 注射剤との 配合に よ る

変化は ， 変化 の あ っ た 注射液の み を Table　3 に 示 した．

輸液剤 との 配合で は ， 高濃度の ア ミノ 酸製剤で あ る プ ロ

テ ア ミ ン 12X で 24時間後，外観変化は な い が 残 存力価

は 84．9％ で，わ ずか で あ るが 力価低下が 見 られ た．し

か し他 の 輸液剤 は ， い ずれ も 24 時間 ， 外観変化，頭 の

変動 お よび 力価低下 もなく安定で あ っ た．

　注射剤 との 配合変化は ，ア ドナ ，FOY ，ソ ル コ ヘ プ シ

ール で 24時間以 内に 外観変化を 呈 したが ， 力価低下 は な

ぐ， 外観変化 もな い が ，ネ オ フ ィ リン
， タ チ オ ン （100  ，

200  ）で は 24時間後約15％ の 力価低下が 見 られ，特に

タ チ オ ン （600  ）で は 24時閻後の 残存力 価 は 47．4％
で あっ た ．しか し他 の 注射剤との 配合 に よ る 変化は ，い

Commercial 　Infusion　Solutions　Used　in　the 　Present　Study

Brand 　 name （m 】） Manufacturer Lot　 No．

Dextrose 　lO％　（500）
Dextrose　5％ 　（500）

Dextrose　5 ％　（250）

ELI （500）

EL2 　（500＞
EL2 　（100＞

EL3 　（500）

ES −Polytamin　D 　（500）

Fuructlact　（500＞
F ロ ructon 　10％　（500＞

Ispol　 S （500）
Katon　 5 ％　（500）
Klinit　5％　（5GO）

Kylit　 lO％　（500）

Kylit　 5 ％　（300）

Lactec （500）
Lactec　 G （500）

Martos 　 10 （500）

Moriamin −S　 strong （200）
Normal　 Salin　（5DO）
Proteamin　 XT （500）

Proteamin　I2X　（200）

Otuka
’’

〃

Morishita
’’

’’

’’

Daigo　 Nutritive

Taiho
’’

Daigo　 Nutritive

ChugaiEisaiTaiho

〃

Otuka

〃

TanabeMerishita

OtukaTanabe

〃

3A8225J7745K774DCO6AIA80H8RG27ABB21AIEE1106L37K6M38DHO90A3JOO4BJ

4L883K844K383F778A95006L700BH29AI3D78

ク1サ04　C

ヤ350460

A ■●し．
　 、

〜
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Table2. Commercial Injections Used in the Present Study

Brand  name
Contained
Amount Manufacturer Lot Ne.

t,A

t

AdonaA[lnamin
 F

A[inamin F
Aspara  K

BestonBisulase

Conc}vte K

CynapanDecadren

Dextrose

Dextrose

Digilanogen C

FOY*Hepacarin

KylitKatonKavt-voLasixMetabolin

 G
Neolamin  3B

Normal  Saline

Neophylin

Neophylin M
Nicholin

PantolPantosin

Predenine

Primperan

Pyrolase**

PyroLase**

Pyrolase**

RedisolSaxizon**

Sodium Heparin
Solco'hepsyl

Solu-cortef

Tathion**
Tathion * *

Tathion**
VisconViscorin

Viscorin
Vitamedin***
Vi taneurin  * *  *

 100ng/20ml
  50ng/20ml
  5mg/ml
1.712g/10ml

  song/2oml
  10ng/ml

1.1491g/20ml

 500mg/  2 ml

  8ng/2ml

  10g/20ml

  4 g/20ml

 O.4g/2ml

 100ng/Vi
 soooiu/ml
  4 g /20ml

  4 g /20ml
  10mg/ml

  20mg.!  2 mi

  10mg/'ml

     10ml

     20ml
 250rng.'10ml
 300ng/2ml

 100ng/2ml

 100ng/ml

 200ng/2ml

  20rng/ml

  10mg/2ml

  50ng/A

  20ng/A

  10rng/A

 1000g/ml

 100ng/A

 soooiu/  s ml

 1Oenig/2ml

 1OOfizg/2ml

 600ng/Vi

 200ng/A

  100ng/A

      5ml

 500ag/  2 ml

  100mg/ml
     vi

     vi

TanabeTakeda

 stTanabe

 lsToa

 Eiyekagaku

Green  Cross

Morishita

Nippon Merk-Banyu

Daiichi
 flFuiisa"'a

OnoElsaiTaihoChugaiEisaiHechst

 Japan

TakedaNippon

 Kayaku
DaiichiEisai

 JlTakedaToa

 Eiyokagaku

DaiichiShionogi

Fujisawa

Chugai
 ls

 rrNippon

 Merk-Banyu
Nippon  Kayaku

TakedaFunaiJapan

 Upjohn

Yamaneuthi

 tt

 rJ

 tiDaiichi

 rtSankyoTakeda

7so7LP955sesl1)VOO0660

79El3ES25047RUAH19AC858K0931TIA0427TKU8850F4044AA0600X6L83E31001BJ

A2IkJ34H436S176IS67032K72AOrK6P19IBOHQSADL

EN421067TCX

MFOI0685TK2

E4K806NL
1･;6B140D

CC269C2I8J302722GA403511V2911HKM90DCD14BKB167K6M38e68sTK20557TBYP83143Kopyo7g

*  : 1 Vial dissolve in distillea water  5ml.

**:1  Ampule  er  1 Vial dissolve in appended

***  : 1 Vial dissolve in distilled water  10ml,

A  : Ampule, Vi : Vial

solution.
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ず れ も 24時間安定で あ っ た．

　CEPR 水溶液 は タ チ オ ン （600ng） との 配合で 24 時間

後著 しい 力価低下を 生 じた が ，こ れ らの 濃度との 関係を

．調べ るた め に ， 100mg！ml 〜600  110m1の タ チ オ ン 溶液

を 作 り，また 液性 との 関係を調べ る た め HCI 酸性お よ

び NaOH ア ル カ リ性に し ， 混合 24時間後の CEPR の

残存力価， Bioautogramお よ び TLC で 調べ た結果 を

Rg ・1 に 示 した ．　 CEPR の 力価は タ チ オ ン の 濃度に 比

　　 　　　 Table　3．

例 して 低下 し ， また酸性液に 比 しア ル カ リ液の力価低下

は 著 しか っ た ．

　Bioautogram に よ る抗菌活性 の ス ポ ッ トは 変化ない

が ・
TLC で は タチ オ ン の 濃 度が 200   以上 で Rf 値

7．7 に 新 しい ス ポ ッ トが 生 じた ，

　Fig・2 は CEPR 水 溶液 との 配合で 力価低下を生 じた

プ ロ テ ア ミ ン 12X （200　m1 ）お よび タ チ オ ン （600   ）

と，他の セ フ ァ ロ ス ポ リン 系抗生物質で ある Sodium
Stability

　of　CEPR 　Tested　in　Severar　Infusion　Solutions　and 　Several　Injections

　　 Name ・f　 lnjecti・ n

（t。tal　 liq・ i
’
d　 measure 　 m ［〉

Appearance 樒 ・h3h 　 6h ・・hRemarks

lnfusiQn　　601ution
　Proteamin　 12X （210）

lnjection
　Adona 　100m　L30）

FOY （15）

Neophylin （20）

Solcohepsy｝ （12）

Tathion　 600B］g （21）

Tathion　 200mg （13）

Tath〔on 　1001コi呂　（12）

Pa−Ye

Re−Br

Wh鬯T

Pa−Ye

Ye

Pa −Ye

Pa −Ye

Pa −Ye

pH 　 6．22　6．20　6．12　6．10
RP 　 99．8　98．6　97．9　84．9

pH 　 6．66　6，58　6．58　6．38　24h
RP 　 97．1　96．5　96．0　89，5　d讐co

pH 　 6．82　6，65　6．55　6．48　0h　Wh −T
RP 　 99．3　97．9　 95．5　88．2　24hP

pH 　　8．82　7．90　 7．68　7，52
RP 　 97．6　 90．6　 90．0　 84，5

pH 　 7．28　7．14　7．04　6．8e　24h
RP 　 95．4　95，1　 95．0　 90，7　　d−co

pH 　　7．20　6．98　6．62　6．42
RP 　　96．3　93，5　 88．6　 47，4

pH 　　7．00　6．80　6．54　6．50
RP 　 97．5　 94．9　92，9　 85．0

pH 　　　7．28　7．12　6．96　6．78
RP　　98．4　96．6　95．8　86，1

FOY ：IAmpule（100mg）dissolve　in　distilled　 water 　5m 」．
RP ：Residual　 Potency （％ ），　 Pa−Ye ：Pa 互e　Yel［ow ，　 Re −Br ：Reddish　Brown　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

Ye ：Ye ］low，
Wh −T ：White　Turbidity，　P ：Precipitation

，
　d℃ o ：deepend　colour

　　　 Bioautogram （24hours）Front ． TLC 　（24hours）

《 ．
、 、

100

（
違

む
＝

ε
。

仙

50［
穹
コ
器
鎧

懸
、

＼
職

◎◎＠oo ◎o

　 　 OBiDauh

〕gram

　　　 1　　　　　　　0rigin− ×
一

×
− x− x − x＿x＿x＿

　　　24（h） 　 　 　 S123456

　　　Paper （Toyo　paper 　No．51A）　So】》ent

　　
．
Test　Organism：Bacil】us 　subtilis 　ATCC6633

DetectiQh：Short　 wave 　o 　，】2　vapor  

0

eoo

OOOOOO

　　　　．．qq ∂

°

， ll論
STa 　1．2　3　4　5　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N−Butanol：Acetic　 ac戴 ：water 〔4：1：4〕

TLC ・M ・di・m （W ・k・9 ・星B5FM ）S・】・   t　 Ethyl・cet ・t・・A ・ ・ t・ … A ・eti・ ・cid 、W 、 t ，。 （52、1、1）

豢幽 黛翻瓢艢豊識1馬Tall製 を蕪 駆盤臨冊3（1… ）

窪
一 Ta （600  ）十 CEPR （1．Og），5：臣 一一｛コTa（200mg）十CEPR （1．Og／HC1），

。 ・ト
ー弔 T ・ （200・ 9）＋ CEPR （1、09〆N ・OH ），（t・t・l　liq・id　m ， 、s 、 re ，20ml＞

　　　　　　　Fig．1．　Stability　of 　CEPR 　in　Tathjon　Injection

゜
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R
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Ceftezol （以下 CTZ と略す）水溶液を混合 し ， 5°
，

20° ，37°

に 保存した の ち ， 直後〜以 時間 の CTZ の 残

存力価を CEPR と比較 し て 示 して い る が， プ ロ テ ア ミ

ン 12X との配合で は，　CTZ 水溶液は い ずれ の 条件で も

24時間 力価低下は ない が ，
CEPR 水 溶液で は 24時間後

の 残存力価 は 5°

で 96．1 ％，20°
で 85．O％，37°

で は

66．5％ で あり，20°

， 37°

で 力価低下が生 じた．

　タ チ オ ン （600  ）との 配合に よ る 24時間の 残存力価

は ，CTZ 水溶液で，5°
で は 94．6％ ， 20°

では 92．8％

37°

で は 83．4％ で あ っ たが ，CEPR 水 溶 液は ，5°
で

73．3％ ， 20°

で 50．3％，37 °
で 33，3％ で あ り，CEPR

水溶液は 著 し い 力価低下 が起 こ っ た．

厂

／
｛ ・

100

50

ま）
き

毎耐
£

昵

ぞ嘱
詔
匿

Oll　 3h　 6h24h 　　　Oh　　3h　　6h

8二 8 ：CEPR5

昌

鄂潔
←
←

Z 日
0詑2＝睾

24h

CEPR ：Sodium　Cefapirin（1．Og　 dissolve　in　distilled　water 工Oml）
CTZ ：Sodium　Ceftezo旦〔1．Og　 dissolve　iロ distilled　water 　 10ml）

Tathion：（600mg　 dissolve　 in　 di就 illed　 water 　 IOml｝

　　　Fig．2．　 Stability　of　Cephalosporins　Ln

　 　 　 　 　 　 　 Proteamin 　 12X 　 and 　 Tathion

〔
§

台
毒
ち
」

驚

ぞ
罵
。

餌

100

50

Oh　 　3h　 　6h 24h

　　　　　 H ：0．05M 　G！utamic 　Acid
　 　 　 　 　 Q − 一一〇 ：0．05M 　 Cystein
　 　 　 　 　 ▲ 一一一一▲ ：O．05M 　 GIycin

Fig．3．　StaUhty　of 　CEPR 　in　Amino 　Acid　Solution臨

Table　4．　 Stability　 of　 CEPR 　in　Injection　Admixtures

　　 Name 　 of　Injection　　　ApPea 苴
’一

（t。 ta】 ］iquid　 measure 　 ml ）　 anceTest
　 　 　 OhItem 3h6h 　　 24h　　Remarks

ズ

3−kindsVB
−110  

CEPR 　 1，0g

4 −kindsVitamedin

Pantesin

Pantosin
Decadron 　8mg

5−kindsVitamedin

Primperan
CEPR 　1．Og

6−kindsAdona
　100mg

VC 　 500 
VB −210  

V−C100mg （12）　Pa −Ye

とi黜 躔 
・・

N
翻 躡 ・a

−Ye

CynapanV
−C500     　 Pi

Aspara 　 K
VB −1　10mg　　Re −Br
CEPR1 ．Og 〔44）

pH 　　7．18　 7．19　 7．18　 7．24
RP 　102．4　101．9　 100．7　 99．3

pH 　　6，12　 6．12　 6．18　 6．22
RP 　　99，7　　97．2　　97，7　 100．5

pH 　 6．86　 6．78　 6．76　 6．65
RP 　lOO．0　　90．9　　90．7　　89．5

pH 　　6．20　 6．30　 6．36　 6．34
RP 　101．2　 99．9　 98．e　 94．8

pH 　　6．90　　6．95　　6．98　　6．91　24h
RP 　　97．6　 96．0　 94．5　　88．l　d．co

VB −1 ；Metahohn 　 G 　 10mg，　 VB −2 ：Bisulase　 10mg，　 VC ：Viseorin　 lOO  ，500  ，

Vitamedin ：lAmpl 　 disso］ve 　 in　 distilled　water

RP ：Residual　 Potency （％），　Pa −Ye ：Pale　Ye 】10w，　 Pi
Re −Br ：Reddish　Brown ，　 d−co ：deepend 　 colour

：Pink
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　また ， タ チ オ．ン が γ
一L−glutamyl−L−cysteiny1 −glycine

で あ る こ とか ら，
　Glutamc 　Acid，　Cystein お よび Glycin

の 各 0・05M 溶液を作 り， こ の溶液と CEPR 水溶液の

配合 （1 ： 1）に よ る残存力価の 測定結果は F喀。3 に 示 し

た よ うに ，24時間，力価低下 もなく安定 であ っ た ．

Table　5．　Stabiltty　of　CEPR 　in　I，V ．　AdmiXtures

　　 Name 　 ef　Injection
（t・ta！liq・id　measu ・ ・ ml ）

Appearance1Test　　　　 OhItem 3h6h24h

3−kinds
　5％Dextros 　 Neephy ］in−M 　2
　CEPR 　2．Qg　　　　　　（524＞

　5％Dextros　　VB−120mg
　CEPR 　2．Og　　　　　　（522）

　10％ Furucton　VC 　 500mg
　CEPR 　 LOg　　　　　　（512＞

4−kinds
工0％ Dextros　 VB −120  

　VC200   　　　　CEPR 　1．Og （514）

　10％Kylit　　　VB −1　20mg
　VC200mg 　　　CEPR 　1．Og （514＞

5’kinds
　10％Furucton　Vitamedin

　Pantosin　　　　VC 　500mg
　CEPR 　l．Og　　　　　　（524）

EL3 　　　　　　Pantosin　5
NeophylirM 　 Decadron 　4  
CEPR 　1．Og　　　　　　（523）

6−kindsLagtecCynapanVC

　500mg

Lactec　 G
Cynapan
VC 　500 

5％ Dextros
Cynapan
VC 　 500mg

7−kindsAspara

　K　2
VB 呻1　20mg
CEPR 　 2．Og

Vitanledin
Primperan
CEI ）R　 1．Og （526）

Vitamedin
Primperan
CEPR 　 1，0g （526）

Vitamedin
Primperan
CEPR 　LOg （526）

．

Normal 　Sa 】ine　AdQna　100 

　　　　　　　　　VC 　500mg
　　　　　　　　　VB−210  

　　　　　　　　　　　　 （565）

Pa −Ye

Pa圏Ye

ParYe

Pa−Ye

Pa“Ye

Pa −Pi

Pa−Ye

Pa−Pi

Pa・Pi

Pa−B

Ye −Br

pH 　　6．78　 6．66　 6，62
RP 　　100，1　　99．5　　99，3

pH 　　　6．68　　6．54　　6．52
RP 　　

’
9、95　　99，0　100．3

pH 　　　5．7〔｝　　5．74　　5．96
RP 　　99，4　 98，1　　96．3

pH 　　6．22　 6．22
RP 　　99，0　100．2

pH 　　6．32　 6．30
RP 　　98．9　100．6

6．6299
．46

．30100
．55

．8893
．2

6．06　　6．16
100．0　　99．2

6．10　　6．25
100．5　　96．7

pH 　　　5．52　　5．50　　5．46　　5．56
RP 　　99，2　　99．6　　99．9　100．O

pH 　　5，50　　5．52　 5．54　　5．54．
RP 　 100．3　ユOO．7　100，3　 99．1

pH 　　6．14　 6，14　 6．20　 6、20
RP　103．2　 99．0　 9S．9　 94．8

pH 　　6．10　 6．10　 6．16　 6，18
RP 　　99，1　 98．2　　97，0　 93．2

pH 　　5．80　　5．80　　5．82　　5．90
RP 　　101．4　　97．9　　97．2　　94．0

pH 　　6．62　 6．65　 6．62　 6．40
RP 　　99．2　　97，3　　96．5　　95．3

へ

N ．

N ．．

VB ’1 ：M ・t・b。li・ G10   ・VB−2 ：Bi・・1・ ・ e　10  ，　VC ：Vi・… i・ 50en9，ユ00 
Vitamedin ：lAmpie 　 dissolve　 in　 distilled　 water 　 10ml
RP ：Residual　Potency（％），　Pa−Ye ：Pale　Ye ］low，　Pa−Pi ：Pale　Pink，
Ye．Br ： Ye ］］owish 　 Brown

　実際処方 か ら輸液剤 を 除 い た 注射混液は ，
Table　4 に

示 した よ うに ， ア ド ナ （100  ）を 含む 6種混合液で

24時間後増色 を呈 した が，力価低下 は な く，輸液剤を 除

い た 3種〜6 種 の 注射混液は 24時間力価 低下 は なか っ

た．

　こ れ らに 輸液 の 加わ っ た 実際処方例は Table　5 に 示
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した よ うで あり，
3 種〜7 種混合液に て 24時間 ，外観変

化 ， 画 の 変動 お よび 力価低下 もな く安定 で あ っ た ．

　な お ，小 田 ら
5 ）

の 報告 で は ，CEPR を含む 処方で は，

25° で は 12時間以内に ，
37 °

で は 6 時間 以内に 点滴を

完了 しない と CEPR の 有効性は 得 られ な い の で ，点 滴

開始前 に CEPR を配合 し十分の 効果を期待す る こ とで

あ る と述べ てい る．

　また ，2 種混合で 力価低下 を 呈 した タ チ オ ン （600  ）

Table　6．　Stability　 of 　CEPR 　in　 L　V ．　Admixtures

　　 Name 　 of　lnjection
（t・tal　liquid　 measure 　 ml ）

Appea一 隠 Oh　　　3h　　　6h　　　24h

〆
．广

’

　 　 　 4喞Kinds
1）＊ PrQteamin　12X
　　 VC 　 500皿g

　 　 　 6臼Kinds
2＞＊ Martors−10
　 　 Pan 止osin 　5
　　 VB −120  

3）＊ Proteamin 　 XT
　 　 Pantosin　 5
　　VB −1　20mg

4）＊ Proteamin 　12X
　 　 Pantosin　5
　　VB −120  

Tathion　 600 

CEPR 　1．Og （223）

Tathion　600mg
VC 　500 

CEPR 　1．Og （535）

Tathion　 600 

VC 　 500rng
CEPR 　1．Og （535）

Tathion　 600mg
VC 　 500 
CEPR 　1．Og　（535）

Pa −Ye

Ph−Ye

Pa−Y6

Pa −Ye

HPPR

HPPR

HPpR

HPPR

6．30　　6．30　　6．30　　6．12
98，7　　95．5　　91．8　　66．9

5．28　　5．54　　5．32　　5．32
98、6　93，2　90．6　85．5

6。00　6，10　6，10　6．OO
98．6　　91．5　　88．6　　79．0

　 ，へ

、1
””

6、24　　6．26　　6．26　　6．16
99．0　　90．7　 88．6　65，7

5）＊ Martors −10
　 　 CEPR 　1．Og （5工0）

6）＊ Proteamin 　 XT
　　CEPR 　1．Og　〔510）

7）＊ Preteamin 　12X
　 　 CEPR 　1．Og （210）

Pa −Ye

Pa−Ye

Pa −Ye

HP

　
HP

　
HP

PR

　

pR

　

PR

6．工0　6．14　6．20　6．00
99，4　　99．3　　97、3　　93，0

6．18　6．18　　5．98　6．10
97．7　97．8　97．6　91．6

6．22　6．20　6．12　6．10
99，8　 98．6　　97．9　84．9

8）＊ Tathion　600 

　　 VC 　500mg
　　CEPR 　 LOg 〔23｝

9）＊ Tathion　 600 

　 　 Pantosin
　 　 CV 　 500mg
　　VB −1　10mg
　　CEPR 　 l．Og （26）

Pa −Ye

Pa −Ye

HPPR

HPpR

7．14　6．78　6．54　6．26
92．9　68．2　62．6　42．5

6．88　6．70　6．52　6．26
97．7　　93．4　　64．4　　42，2

Tathion　600mg ：1Vial　dissolve　in　 appended 　 so ］ution ，　RP ：Residual　Potency 　（％ 〉，
Pa −Ye ：Pa ］e　Ye 】iow，　 VB −1：rltetabelin　G　IO  ，　 VC ：Viscorin　 500mg

を 含む実際処方 〔1）〜4）〕，処方中 の 輸液 〔5）〜7）〕お

よび 処 方中 か ら 輸液 を 除 い た 注射 混液 〔8），9）〕を

Table　6 に 示 した ．実際 処方 か ら輸液剤を 除い た 注射

混 液で は，24時間後 の 外観変化，面 の 変動は な い が，

残存力価は 3 種混合液 〔8）〕 で 42．5Ae，5極混 合 〔9）〕

で 42．2％ で あ る が ， こ れ に 輸 液 剤 〔5）〜7）〕 の 加わ っ

た実際処 方 〔1）〜4）〕で は 24時間後 の 外観変化，函 の 変

動は な く，残存率は ベ ース となる輸液が マ ル トス 10〔2）〕

で は 85．5％，プ ロ テ ア ミン XT 〔3）〕 では 79．0％，プ

ロ テ ア ミ ン 12X 〔4）〕で は 65．7％ で あ り， ア ミ ノ 酸製

剤をベ ース とす る時 は 他 の 輸液剤 に 比 し力価低下 が 著 し

く，特 に タ チ オ ン （600　mg ） を 含む 処 方 で は ，注射 混 液

調製後 は す みや か に 点滴を始め るか ，また一方の 注射剤

を側管注射す るか ，あるい は 輸液が 2 種以上使用 さ れ る

場 合 は ，CEPR 水溶液を ア ミ ノ 酸製剤，タ チ オ γ 等か

らは な して Piggyback 法等 で 点滴を 行 うの が望 ま しい

と思 わ れ る．

結 語

1． 輸液との 配合で は ，
ア ミ ノ 酸製剤 で あ るプ P テ ア

ミ ン 12X で 24時間後力価低下が見られ た ．

2． 注射剤との 配合 で は ， ア ドナ ，FOY ，ソ ル コ へ
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プ シ ール で24時間以内に 外観変化を 生 じた が力価低 下 は

なく，ネ オ フ ィ リ ン ，タ チ オ ン （100   ，200
  ）で 24

時間後力価低下が 起 こ り，特に タ チ オ ン （600  ）で は

著 しい 力価低下が 生 じた．

　3． こ れ ら，輸液 ， 注射剤 を配合 した実際処 方 で は ，
6時間，外観変化 ， 皹 の 変動 お よび 力価低下 もな く安定

で あっ た が ， タ チ オ ン （600ng）を含む処方で は 24 時間

後著 しい 力価低下が見 られ る．

参　考　交 　献

1） 後藤勝鳳 宮下元 樹，加 藤 清治 ， 住谷貞春 ， 大石

　　元 ：病 院薬学，7，231 （1981）．
2）　幸保文治 ；薬剤学，33，別 冊付録，63 （1973）．
3）　昭和34年 度厚 生 省 国立 病 院薬剤共同研究班 ： 薬事

　　新報，第81号 付 録 ，1960．
4）　厚生省薬務局 監 修 ： 日本抗生物質 医薬品 基 準 解

　　説 ，　薬業時報 社，　1974．
5）　小 田　明 ，渡 辺 雅 則 ，渡辺 八 垂 子 ，白井　諒 ，神

　　田真吾 ：新薬 と 臨床 ， 27 （5），145〜 155 （1978）．

《

　 、 、

鬟
鋒、
犇F

鑿
嚢

講蠡 鸚靉 鍵蠶欝
　肝機 能賦 活 ・ 催胆剤
〔劇〕

＝臨コ，1レ盗 丸 ／錠
　 効 能 ・効 果

　　囹 胆 の う症 （胆 の う炎 ，胆 石症 ．胆 道 ジ ス キ ネ ジ

　　　
ー），

急 ・慢 性 肝 炎 ，肝 硬 変 に お け る 利 胆

　　圈 胆 の う ・胆 道 造 影効 果 の 増 強

　 作 　　 用

　 催 胆 ／ 尿 素サ イ ク ル 賦 活 ／ 解 毒 機 能亢 進 ／ コ レ ス

　　テ ロ ー
ル 量 調 整

　　　　　　　　　＊添 付 文書 を よ く読 ん で ご使 用 下 さ い

−

薬価基準収載品

　　提 携 　 ラ テ マ 社 （フ ラ ン ス ）

窟 扶 桑薬 晶 工 業 株 式 会社
讐　 大 阪 市東 区 道 修 町 2 丁 目 50番地

ANs

、

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


